
◆講師◆ Dr. Emmanuel Lacôte 

◆演題◆ 

◆連絡先◆ 時任宣博　小澤文幸　川端猛夫　山子茂　中村正治 
村田靖次郎　年光昭夫 
（時任：内線３２００，笹森：内線３２０２） 

CPE Lyon, University of Lyon 
(Department of Chemistry, Catalysis, 
Polymers, and Processes) 
(Villeurbanne, Lyon, France) 

◆日時◆ 

◆場所◆ 

“NHC-Borane complexes: from stabilized reactive 
intermediates to polymer synthesis” 

Lacôte博士は、ラジカル反応を用いた炭素骨格構築法の開発や，
新しいラジカル還元剤の開発などで多数のご業績を挙げておられる
若手研究者です．最近は，N-ヘテロ環状カルベンが配位した新し
いホウ素反応剤やホウ素ラジカルに関した研究も展開しておられま
す．今回，日本学術振興会招聘外国人研究者として来日され，化学
研究所でも講演頂けることになりました。ご多忙中とは存じますが、
お誘い合わせの上多数の皆様のご来聴をお願い致します． 

平成２5年 1月 11日（金） 
１６：００～１７：３０ 

化学研究所　講演会 

化学研究所　セミナー室N-531C 


